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下掛系 （A) 上掛系 （B) 現行曲 （C)
上 ｜山ひてつ山道行山ひて航船議 ワキ 山水添へて耗J畿の。



























下掛系 （A) 上掛系 （B) 現行曲 （c) 
下｜天の川苗代水叶下奇｜天の川苗代水叶シテ｜阿川苗代水にせ
（歌） きくだせ、 き下せ ツレき下せ。
下歌
上｜ 天降巾ならば。 上寄 天降ます神ならば。 上歌 f天降ります事なら





あまさ （ざ？）＊か る都の国迄も もれ に遠けれど。天さ＊





















下掛系 （A) 上掛系 （B) 現行曲 （c) 
して｜ 「きれば飛鳥川と知 ワキ 「きれば此川は飛鳥 ワキ 「いやこのJlは飛鳥
しめさば。 川と承りて候よ 川にて候はぬか
；総議議議機懇義務灘 ンア 「いで此飛鳥川は。 ツレ 『飛鳥川ぞと知ろし
きぞと。 めして。態議機灘まま
：等；候ぞとよ。





して されば耳にも ツレ 『きれば歌にも
世（の）中は。 上寄同 世の中は ンア 『世の中は
何か常なる飛鳥川、 何か常なる飛鳥川。 地 『何か常なる飛鳥川。
何か常なる飛鳥川。 何か常なる飛鳥川。
同上 昨日の淵は今日の瀬
（歌） 昨日の淵はけふの瀬 昨日の淵はけふの瀬 に。なるや
に。昨日の淵はけふ になるや
の瀬に、成や












































































下掛系（A) 上掛系 （B) 現行曲（C)
して ｜五月雨に物思ひをれ｜ （シ｜五月雨に物思ひお｜シテ｜ f五月雨に物思ひ





同 夜深く鳴ていづち行 夜深く鳴ていづち 夜深く鳴きていづ
（「同」 らんと。 行らんと。 ち行くらんと
柳洞本で
補う）






して下 思へば哀（れ）胡蝶 ンア 思へば哀れ小蝶の ンア ［思へばあはれ胡
の夢に、 下 夢に。 蝶の夢に
同 遊ぶぞけふの。現成、 同 遊ぶぞけふの。う 地 『遊ぶぞ今日の。
つもなる 現なる
曲 みたやもり、けふは クセ 御田やもり。けふ 地ク 『御田屋守。今日
（「曲J 五月に成にけり。急 下 は五月に成にけり。 セ は五月になりにけ
他の諸本 げや早苗。生（ひ） いそげや早苗。生 り。急げや早苗。
で補う） も社すれ。実や五月 もこそすれ。実や 老いもこそすれ。
















































































上掛系 （B) 現行曲 （C)
上地｜面白や （上杉本｜シテ｜ ！面白や。
「舞Jとあり）






























下掛系（A) 上掛系（B) 現行曲（C) 
同（ノル）｜さっきのたまの、浪 ンア 五月の小田の。波 地 五月の玉の波を散
を散（ら）すぞ、 下 を散して らすぞ
して ンア
同 地
して 住吉の岸田、 上地 住吉の岸田。 ンア 『住吉の岸田
同 入江にまかせしは、 入江にまかせしは 地 『入江にまかせし
は
して ｜難波田のふしみづ、 ンア 難波田のふしみづ ンア 『難波田のふし水
下
-174-
同 都人（柳洞・上杉本 上地 都の人も。植給へ 地 『都辺に植ゑしは
「都へ」）も植しは、
して 伏見回鳥羽田の、 ンア 伏見や鳥羽田の ンア 『伏見田鳥羽田の
下













下掛系（A) 上掛系（B) 現行曲（C) 
同 是は都に、 上同 是は都に 地 『これは都に
して 近きたをやめの、 近きたをやめの。 近き手弱女の













（平ノリ） 克々見れば我父の。 上ロ ふしぎや見れば姫 地ロ 今までは行方も知
夢か現か幻の。世に ンキ 小松。立別れにし ンギ らぬ賎の女の。行














































































































の記事に田植え歌のことを一切言及しなかった（Tips,Walter E.J., The 1894 
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5.小山弘志他 『能・狂言 vi能鑑賞案内J岩波書店 1999年
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10.西野春雄 「同名異曲考 （ー ）」『法政大学文学部紀要31号』 1986年3月
11.野上豊一郎 「飛鳥川」 『註解謡曲全集 第三巻j 中央公論社 1971年
12.野々村戒三、安藤常次郎 f狂言集成』能楽書林 1974年
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5.高阪 薫 「環境と日本文学一環境学の視点からみた 『枕草子』」チュラーロンコーン大学にての
講演 1999年12月27日
6. 田中義広 『日本の祭り事典j i炎交社 1991年
7.井幸二郎他 『民族芸能辞典j 東京堂出版 1996年
8.福田アジオ他 『日本民俗大辞典 上』吉川弘文館 1999年
9.三隅治雄 f民俗の芸能j日本の民俗 8 河出書房新社 1976年
10.宮家準 I山の祭りと芸能上J 平河出版社 1984年





1 . Frank Hoff, tr. The Genial Seed : A Japanese Song Cycle, Grossman Publishers, Inc., Mushinsha Limited, 
1971. ( ［田植草紙］の翻訳・解説）
2 . Tips, Walter E.J., The 1894 Directory for Bangkok and Siam, Bangkok Times, 1996 
タイ語の文献
1. アネーック ナーウイッカムーン fタイ中部地方の民謡辞典jピカンーット出版社 1985年
2. アム トーンデイー.r米の文化：米と米作り祭礼jサハタムミック社 1994年
3. スカンヤー スジャチャーヤ－ r民謡考j チュラーロンコーン大学出版社 2000年
＊酎輯要旨
延広真治氏は、海外からの視点で日本の謡曲が再評価されたことは喜ばしい、さて、現行曲二流
（金剛・喜多）の違い、また古作との違いはどのようなものか、教えてほしい、と尋ね、発表者は、
早苗を取る場面で金剛流では早苗を寝かして置くが喜多流では立てて置く、といった演出の違いがあ
る、幽そのものは古作の方が長いが、現行曲は和歌の引用が一首多い、と答えた。さらに、なぜ演じ
られなくなったのか、と尋ね、発表者は、大村定氏によると、所作がむずかしく、演じにくい曲であ
るとのことである、と答えた。（これらの内容は論文中に取り込まれている）
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